
2016年診療報酬改定のポイント

入院医療等調査評価分科会より

入院医療と在宅医療



地域医療構想
2025年へ向けて変わる地域医療









2016年診療報酬改定

１．入院医療について

２ 在宅医療について



１．入院医療について

中医協診療報酬調査専門組織
入院医療等の調査・評価分科会





診療報酬調査専門組織・入院医療等の調査・評価分科会 委員名簿



診療報酬による病床機能分化
～ワイングラス型からヤクルト型へ～

高度急性期に
残れるのは18万床



次期報酬改定へ向けての
入院医療３つのポイント

ポイント① 7対１病床の要件見直し
(ア）重症度、医療・看護必要度の見直し

(イ）在宅復帰率の見直し

ポイント② ICUの重症度、医療・看護必要度の見直し

ポイント③ 地域包括ケア病棟の要件見直し



ポイント①
7対１病床の要件見直し

(ア）重症度、医療・看護必要度の見直し

(イ）在宅復帰率の見直し



38万床 1.5万床減少



(ア）重症度、医療・看護必要度の見直し

A項目、B項目の見直し



A項目(モニタリング及び処置等） B項目（患者の状態）

（前回改定）

A項目、B項目は

正しく急性期の
患者を反映して
いるのか？

A項目2点以上かつB項目3点以上の
該当患者割合が15%以上





早期離床、早期経口のＥＲＡＳ
プログラムと重症度、医療・看
護必要度とは矛盾する

早期離床、早期経口摂取は

Ａ項目、Ｂ項目の点数を下げる



A項目について

• A項目のみによる評価
•術後の一定日数等の患者においては、B項
目の点数によらずA項目のみで基準を満た
すこととしてはどうか？

• A項目かつB項目による基準と併用してはど
うか？

• A項目の専門的な治療処置追加
• A項目の専門的な治療処置の項目に「無菌
治療室」の項目の追加







25%15%



病棟群別の
入院基本料導入

7対１から10対１などの入院基本料に移行す
るに当たって暫定的に導入してはどうか？



病棟群別の入院基本料



(イ)在宅復帰率の見直し
•在宅復帰率75％

• 退院支援の取り組みの評価としての在宅復帰率（自宅、
回復期リハビリテーション病棟、地域包括ケア病棟、在
宅復帰機能強化加算を届けている療養病床への退院）







在宅復帰率から自宅復帰率へ



ポイント②
特定集中治療室（ICU)
管理料の要件見直し







９０％





3点セット

だけで
50%を超
える





ポイント②
地域包括ケア病棟の

要件見直し



地域包括ケア病棟

•地域包括ケア病棟の役割・機能
•①急性期病床からの患者受け入れ

•重症度・看護必要度

•②在宅等にいる患者の緊急時の受け入れ
•二次救急病院の指定や在宅療養支援病院の
届け出

•③在宅への復帰支援
•在宅復帰率

• データ提出
• 亜急性期病床の果たす機能を継続的に把握する必要性を踏まえ、提供されて
いる医療内容に関するＤＰＣデータの提出







一般病棟入院基本料（7対1）

一般病棟入院基本料（10対1）

亜急性期入院医療管理料



地域包括ケア病棟における
手術料の取り扱いについて
• 地域包括ケア病棟では手術料・麻酔料は包括となって
いる

• このため行われていた手術は創傷処置や皮膚切開、
胃ろう造設術等の軽微な手術料が多く、その出来高実
績点数は入院1日あたり平均2.9点であった。

• 手術料についてはこのまま包括とすべきという意見

• しかし一方、地域包括ケア病棟が、その役割の「在宅
等にいる患者の緊急時の受け入れ（サブアキュート）」
を行うにあたり、手術料や麻酔料を包括外とすべきと
いう意見もあった。



２ 在宅医療について

①在宅療養支援診療所（在支診）

②在宅療養支援病院（在支病）

③機能強化型在支診・在支病



① ②

③



単独強化型

連携強化型





東京





東京



2016年診療報酬改定へ向けて





同一建物減算（2014年改定）

＊在総管：在宅医学時総合管理料











長期にわたって医学管理の
必要性の高い疾病・処置等によって
医療区分を分けて訪問診療の
評価を行ってはどうか？



56
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2025年へのカウントダウン

2016年改定

2014年スタート



２０２５年へのカウントダウン
～地域医療構想・地域包括ケアはこうなる！～

•武藤正樹著

•医学通信社

• Ａ５判 ２７０頁

•地域医療構想、地域包括
ケア診療報酬改定、２０２
５年へ向けての医療・介護
トピックスetc

• 2015年9月発刊



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイト
に公開しております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
gt2m-mtu@asahi-net.or.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。

フェースブッ
クで「お友達
募集」をして
います

mailto:gt2m-mtu@asahi-net.or.jp
http://www.iuhw.ac.jp/clinic/

